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研究成果の概要（和文）：本研究で明らかにしたことは、以下の機能の実現である。（１）メタ特徴の最適化処
理による識別器構築アルゴリズム自動選択システム。（２）ラバン身体動作表現理論に基づいた疲労推定。
（３）空気の汚れ具合を利用した見守りにおける重要視認情報推薦システム。（４）歩行時の老人の生命に関わ
るサインの特徴。（５）多層ディープニューラルネットワークと蓄積型予測モデルを用いた確かな因子を考慮し
た気分予測。（６）観葉植物の生体電位による室内環境での居住者の位置推定。（７）圧力センサを使った歩行
者属性識別法の開発。（８）オプティカルフローと韻律情報を用いた発話態度の識別。（９）歩数計を用いた老
人の健康管理。他

研究成果の概要（英文）：In this research, we executed the foundation of research of the Intelligent 
Care System of Healing Type for the Aged. The results are as follows. (1)Automatic Classifier 
Algorithm Selection Using Optimized Meta-Features. (2)Estimation of physical fatigue based on Laban 
Movement Analysis. (3)A System for Recommending Essential Visual Perception Information in Life 
Monitoring Using Air Pollution Data. (4) Vital-sign Characteristics of Elderly Person in Walking. 
(5)Mood Prediction in Consideration of Certainty Factor Using Multilayer Deep Neural Networks and 
Storage Type Prediction Models. (6)Estimation of Resident’s Location in Indoor Environment using 
Bioelectric Potential of Living Plants. (7)Development of Attribute Classification Method for 
Pedestrians Using Plantar Pressure Value. (8)Discrimination of Positive/Negative Attitude using 
Optical flow and Prosody Information. (9)Health management of elderly persons using a pedometer. etc

研究分野：人工知能

キーワード： 独居老人　ケア支援　環境認識
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１．研究開始当初の背景 
 インテリジェントハウス構想（電子情報通
信学会誌,vol.9,pp.1024）があり、この中には
家庭内の災害や検知に対処する機能も組込
まれているが、災害等の防止を目指した、高
齢者を対象とした生活環境のモニタリング
では、監視カメラや小型マイクロホン等を用
いた視聴覚情報によるものが主であり、モニ
タリング対象者のプライバシーを侵害して
いた。 
 
２．研究の目的 
 急速な高齢化、少子化の中での新しいセ
キュリティ、医療、介護、福祉の社会基盤
を支えるシステムが問われている。本研究
では、自立した生活が可能な独居老人のた
めの高齢者目線に立った快適なセキュリテ
ィ・健康・医療・介護の支援システム構築
を目指す。具体的には、ICT（情報通信技
術）や各種センサを用いて次の機能を実現
する。❶環境に優しい防犯支援。❷住居内
の事故防止。❸衛生面の向上、健康の維持。
❹認知症、うつ状態、睡眠時無呼吸症候群
の簡易的早期発見。❺身近な装置の操作支
援。これらの実現により、従来は支えられ
る対象であった高齢者が、新たな知識や技
能の獲得・伝承を通じて、経済活動や地域
活動の支え手・担い手として元気に活躍す
る社会への貢献に寄与するものとなる。 
 
３．研究の方法 
 研究目的❶では、複数の Webカメラを用
いて外来者の性別や表情を識別し、植物の
生体電位や圧力分布センサを用いて人のふ
るまいを認知する。研究目的❷では、超音
波センサを用いて浴槽内の溺死防止、浴室
内の転倒検知、ベッド事故の検知を行う。
研究目的❸では、植物を用いて室内空気浄
化と加湿効果を実現させ、食生活の管理の
ために食事画像の自動識別を行う。研究目
的❹では、RBANS を PC 上で使えるよう
にして認知症の早期発見を可能にし、圧力
分布センサを用いてうつ状態の早期発見を
可能にし、画像と音響の解析により無呼吸
症候群の早期発見を可能にする。研究目的
❺では、赤外線ポインティングデバイスの
選択操作支援を行い、Android型スマート
フォンの近接センサと加速度センサによっ
て画面点灯と画面ロックを実現する。以上
の達成により、独居老人の快適なセキュリ
ティ・健康・医療・介護の支援システムを
完成させる。 
 
４．研究成果 
 主な研究成果は次の通りである。●メタ特
徴の最適化処理による識別器構築アルゴリズ
ム自動選択システムを開発した。●ラバン身
体動作表現理論に基づいた疲労推定方法を提
案した。●空気の汚れ具合を利用した見守り
における重要視認情報推薦システムを開発し

た。●歩行時の老人の生命に関わるサインの特
徴を示した。●多層ディープニューラルネット
ワークと蓄積型予測モデルを用いた確かな因
子を考慮した気分予測手法を提案した。●観葉
植物の生体電位による室内環境での居住者の
位置推定手法を提案した。●圧力センサを使っ
た歩行者属性識別法を開発した。●オプティカ
ルフローと韻律情報を用いた発話態度の識別
法を提案した。●歩数計を用いた老人の健康管
理法を提案した。●機械学習を用いた映像内に
現れるお辞儀動作の認識システムを開発した。
●疾病予防のための生体情報と気象情報を用
いた気分予測システムを開発した。●画像処
理・音響処理を用いた睡眠時無呼吸検知技術を
開発した。●赤外線ポインティングデバイスの
ポイント操作支援法を提案した。●機械学習に
よるアプリケーションボリュームの推定実験
の結果を示した。●局所的 HSV-AKAZE 特徴と大
局的な特徴を結合することによる単品食事画
像の識別法を提案した。●目視入力を用いた
Web ブラウザ用のリンク選択法を提案した。●
聴覚障害者に音声の方向を知らせるための音
発生源の方向推定法を提案した。●主観評価で
微表情を識別する方法を提案した。●植物生体
電位を用いた人の振る舞い認知システムを開
発した。●加速度計とサポートベクターマシー
ンを用いた歩行能力の識別法と査定の仕方を
提案した。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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尚、紙面の関係でこの後の３０編の論文を省
略する。 
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